
　 マメ 類に関する 次の記述のう ち妥当なのはどれか。

１ ． ダイ ズの子実はタ ン パク 質含有率が約 ３５  ％と 高いため， 子実の登熟期には窒素

の要求性が高ま り ， 葉身に存在する 窒素の子実への再転流が起こ る 。

２ ． イ ンゲンマメ には完熟子実を利用する 品種と 若莢を利用する 品種と がある 。 完熟

子実用の品種は， 日本では主に九州で栽培さ れており ， そのほと んど が煮豆用と

し て利用さ れている 。

３ ． ラ ッ カセイ は， マメ 類のう ちでは過湿に強く 乾燥に弱いため， 水田転換畑での栽

培に適し ている 。

４ ． アズキは， 日本での栽培面積がマメ 類の中で最も 大き く ， 主に近畿以西で栽培さ

れている 。 用途はほと んど が 餡 や甘納豆など の菓子の原料である 。
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５ ． ササゲは， 南米原産で， 南米での生産量が多い。 日本では， 完熟子実を食品と す

る ほか， マメ 科牧草と し て飼料用に広く 栽培さ れている 。
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                     　 日本の外来昆虫に関する 次の記述ア～エのう ちには妥当なも のが二つある 。

それら はどれか。

ア． ウ リ ミ バエは， 南西諸島に侵入し た害虫である 。 幼虫が様々な野菜や果実を食害し

て大き な被害を与えていたが， 性フ ェ ロ モンを用いた大量捕獲（ 誘殺） 法によ り 根

絶に成功し た。

イ ． セイ ヨ ウ オオマルハナバチは， ヨ ーロ ッ パから 導入さ れた昆虫である 。 施設栽培ト

マト の受粉に貢献し ている が， 逃げ出し たも のが野生化し て生態系を攪乱する おそ

れがある 。

ウ ． イ ネミ ズゾウ ムシは， 北米から 侵入し た害虫である 。 成虫が土中に潜り ， イ ネの根

を食害する 。

エ． ク ビアカツヤカミ キリ は， 近年侵入し た害虫である 。 幼虫がサク ラ ， モモ， ウ メ な

ど の樹幹内を食害し て枯死さ せてし ま う 。

１ ． ア， ウ

２ ． ア， エ

３ ． イ ， ウ

４ ． イ ， エ

５ ． ウ ， エ
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                      土壌の生成と 分類に関する 次の記述のう ち妥当なのはど れか。

１ ． 岩石（ 母岩） は風化作用を受けて土壌の母材と なる 。 風化作用は温度変化など に

よ り 岩石が物理的に細粒化さ れる 過程である ため， 母岩と 母材の化学的組成は同

じ である 。

２ ． 母材から 土壌が生成する 過程では， 植物や土壌生物の影響も 受けて土層の分化が

進行する 。

３ ． 黒ボク 土は火山周辺に広く 分布する 土壌で， 世界の農耕地土壌の約 ５０  ％を 占め

ている 。

４ ． 赤黄色土は， 北海道や東北地方の高山帯～亜高山帯の針葉樹林帯のよ う な冷涼，

湿潤な気候条件下で生成する 。

５ ． 泥炭土は湿性植物が母材になってでき た土壌であり ， 日本では九州地方に多く 見

ら れる 。
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